
令和４年度「人権擁護研修会」開催要綱 
 

１．研修の主旨 

津久井やまゆり園の殺傷事件が起こってから６年が経過しました。この間に、支援者の皆

さんは、また属する事業所は、何かが変わったでしょうか。依然として各地で、障害者施設

従事者等による虐待が起こっています。またコロナ禍のなかで、管理を強化するだけの事業

所やグループホームの実態があることも顕在化してきました。またこの時こそ、サービス等

利用計画のなかで本人の意思を尊重するチームアプローチが求められます。 

この「人権擁護研修会」では、改めて支援者のアイデンティティである、利用者の「権利

擁護」の権利とは何か、擁護するとは何かを、しっかりと押さえたいと思います。また事前

課題として、事業所の虐待防止対策や身体拘束適正化、意思決定支援等の取り組みを持って

きていただきたいと思います。そして施設種別ごとに、その取り組みや成功事例を分かち合

い、課題を明らかにし、各事業所に持ち帰っていただくことを目的とします。 

久しぶりに、対面となる鹿児島での研修では、気概のある支援者の方々との新しい出会い

と再会を楽しみにしています。                                            

 

２．主 催  鹿児島県知的障害者福祉協会  

 

３．共  催  さくらじま知的障害児者生活サポート協会 

 

４．日 時  令和４年８月２５日（木）  ９：２０～１６：１０  

 

５．会 場  鹿児島サンロイヤルホテル ２F 中央の間 

 

６．研修内容及び日程【研修プログラムは都合により変更することがありますのでご了承下さい。】 

９：００～ ９：２０  受付 

   ９：２０～ ９：３０  開会あいさつ 鹿児島県知的障害者福祉協会会長 水流 純大 

   ９：３０～１２：００     講演：「改めて利用者の『権利擁護』について考える」 

  １２：００～１３：００  昼食・休憩 

   １３：００～１６：１０  演習：「虐待を起こさない施設づくりとは何か」 

               講師：東洋大学社会学部社会福祉学科 教授 髙山 直樹氏 

 １６：１０                閉会 

 

７．参加対象  各施設・事業所の人権擁護担当者又は研修担当者等のご出席についてご配慮を    

お願いいたします。 

 

８．定  員  約１５０名 

 

９．お申込み  別紙追加申込書に必要事項をご記入の上、８月１日（月）までにメールまた 

FAXにてお申込ください。 

 

１０．参 加 費  ・福祉協会会員施設：１，０００円 

（お一人様） ・さくらじまサポート協会加入施設：２，０００円 

         ・非会員施設・事業所 ：５，０００円 

＊参加費等は、下記口座へお振り込み下さい。 

※「振込人」には「施設名」のみご記入ください。 

・記入例････障害者支援施設○○○ → 振込人 ○○○ 

              障害者支援センター△△△ → 振込人 △△△ 

        ・法人でまとめてお振込みの場合は、参加申込書備考にご記入ください。 

 

鹿児島信用金庫 郡元支店 普通口座 5609751 

鹿児島県知的障害者福祉協会 会長 水流
つ る

純
すみ

大
ひろ

 

 

※お問合せ先 鹿児島県知的障害者福祉協会事務局・朝田 TEL099-256-6796 


